







































































































『藤女子大学QOL研究所紀要 7（1）』2012. 3） 
　　しかし、副詞的用法の「都度」も、散見されるのであった。











　　（柴崎 恭秀 「持続可能なキャンパス計画の考察と提案： 工学院大学八王子キャンパス・
スチューデントセンター設計プロポーザルを通して」






































































































































































































































































（「沖縄　痛みの空」　2013. 8 . 4  朝刊２面）
（46） 　ファインプレーとミスが紙一重のところにあるのが高校野球の魅力かな。原則、スポ
ーツ小説では高校生以下は題材にしない。
（堂場瞬一「2013観戦記」2013.8 .16  15面）
（47） 　平成25年10月21日（月）より当行ATMの営業時間を原則7：00～ 24：00に延長し
ます。
３.３　推論
このように、いくつかの漢語が、副詞的用法を獲得してきている。その例にならって、以下
の４点を指摘したい。
すなわち、19世紀後半には確認可能で、今日まで使用され続ける「都度」は、
① 　慣習として「その」をはじめとする修飾語を伴うのが通例であったが、まず、一般的な
修飾語が減少し、「その都度」のかたちが大半となって、固定表現化した。
② 　さらに、一部では、多用される「その」を省略し、「都度」だけで「毎回」と同義の、副
詞的用法を獲得するにいたった。すくなくとも、1990年には存在している。
③ 　この用法の今後については判断できないが、「正直」「結果」「原則」などと同じ経過をた
どることも想定できる。
④ 　しいていえば、「正直」「結果」「原則」は後接要素を省略して副詞化するのであるが、「都
度」は、前接の要素・・・近年は大半が「その」であった・・・を省略して副詞化してい
くことになる。
本稿は、稿者の違和感を出発点とし、インターネット上の「違和感」がある旨の発言や『明
鏡国語辞典』第二版の記述に触発されたものであり、関連する諸事項についての精査を経ては
いない。
今後、「都度」の周辺を観察しつつ、不備を補いたい。
【参考文献】
新野直哉（2011）『現代日本語における進行中の変化の研究─「誤用」「気づかない変化」を中心に』
ひつじ書房
【追記】
成稿後、会議の席で、ふたたび、副詞的用法の「都度」に接することがあった。冒頭の用例
（1）から７ヶ月以上を経過して、確認しえた例である。
山西　正子230
（48）　「（指導の必要な学生については）先生方から、都度、聞いてはいたけれど〈略〉」
（2013.10.18　大学における会議の発言：管理職女性）
発話者は、稿者（1946年生まれ）より年長である。
そしてまた、NHKテレビ「政治討論会」でも以下の発言があった。
（49）　「（消費税について）私たちも都度、いろいろな場面で、議論を〈略〉」
（2013.10.27 発言者：玉城デニー・「生活の党」衆議院議員）
発話者は、1959年生まれであり、「若年層」などではない。
（48） （49）の事例に接し、これらの発話者の年齢や発話状況を考えれば、もはや、副詞的用
法の「都度」の「ひそかなる力」を、無視することはできないのであろう。
本稿の起点となった稿者の違和感、ネット上の「黒tobiの黒々日記」の示した違和感、そし
て『明鏡国語辞典』第二版の指摘も、それぞれの時点や状況では、それなりの妥当性はあった
にせよ、時間経過とともに、「過去の視点」となる可能性を否定できないのではないかと、現時
点では考えている。
（平成25年11月6日受理）
